
再犯防止推進についてのアンケート結果 

 

県では、生きづらさを抱える者に対して、福祉的支援を含む再犯防止の取組を行うことで、

加害者も被害者も生まない安心・安全な社会の実現を目指し、平成３１年３月に「滋賀県再犯防

止推進計画」を策定しました。 

計画策定から５年を迎えるにあたって、再犯防止推進についての県民の皆様の意識や認知

度について把握し、次期計画の参考とするため、アンケート調査を実施しました。 

 

 ★調査時期：令和５年９月 

 ★対 象 者：県政モニター ２９６人 

 ★回 答 数：２４５人（回答率 ８２．８％） 

 ★担 当 課：健康医療福祉部 健康福祉政策課 

 （※四捨五入により割合の合計が１００．0％にならない場合があります。） 

 

【属性】 

◆性別 

        

 

 ◆年代 

    

項 目 人数（人） 割合（％）

１．男性 129 52.7

２．女性 112 45.7

３．無回答 4 1.6

合計 245 100

項 目 人数（人） 割合（％）

１．10、20歳代 16 6.5

２．30歳代 32 13.1

３．40歳代 38 15.5

４．50歳代 47 19.2

５．60歳代 52 21.2

６．70歳代以上 60 24.5

合計 245 100.0

参考資料２ 



 ◆地域 

  

   

  

 

 問１ 令和３年の滋賀県における再犯者率は、約５割程度となっています。このことについて、

あなたはどう感じますか。（回答チェックは１つだけ。ｎ＝２４５）

 

 

項 目 人数（人） 割合（％）

１．大津地域 56 22.9

２．湖南地域 61 24.9

３．甲賀地域 27 11.0

４．東近江地域 40 16.3

５．湖東地域 25 10.2

６．湖北地域 26 10.6

７．湖西地域 10 4.1

合計 245 100

項 目 人数（人） 割合（％）

１．想像よりも多いと感じる 183 74.7

２．想像よりも少ないと感じる 15 6.1

３．おおよそ想像していたとおりである 27 11.0

４．どちらでもない（わからない） 20 8.2



問２ 平成３１年３月に策定された「滋賀県再犯防止推進計画」または「再犯防止「三方よし」宣

言」について知っていますか。（回答チェックは１つだけ。ｎ＝245）  

 

 

 

問３ 「滋賀県再犯防止推進計画」または「再犯防止「三方よし」宣言」の内容について、ご感想

やご意見を自由にお聞かせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 人数（人） 割合（％）

１．どちらも知っている 15 6.1

２．「滋賀県再犯防止推進計画」のみ知っている 20 8.2

３．「再犯防止「三方よし」宣言」のみ知っている 20 8.2

４．どちらも知らない 190 77.6

 学校でチラシを配ってください！まず若い人から知るきっかけになると思います。 

 あまり関わり合いたくない事柄で関係ないことだと思っていましたが、三方よしには

大賛成です。この機会に自分自身がお手伝いできることを見つけよう、そして実行し

ます。 

 「福祉的支援があれば 再犯に陥らず、社会参加を目指せる人がいる」は、こういった

人をどのように把握し、どういう支援をすればいいか具体的な方策が見えなければ、

身近な問題にならないと思います。 

 「滋賀県再犯防止推進計画」、「再犯防止「三方よし」宣言」とも存じているが、再犯者

率が５割もあるのは極めて残念である。 

 物価高騰による貧困であったり、孤独であったり、思うように生活していけないのも

そうした事象が背景にあるように思います 

 分かりやすい、親しみやすい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 再犯防止に関する広報・啓発の取組である「社会を明るくする運動」または「再犯防止啓

発月間」を知っていますか。（回答チェックは１つだけ。ｎ＝２４５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 人数（人） 割合（％）

１．どちらも知っている 26 10.6

２．「社会を明るくする運動」のみ知っている 73 29.8

３．「再犯防止啓発月間」のみ知っている 11 4.5

４．どちらも知らない 135 55.1

 「再犯防止「三方よし」宣言」の支えてよし、受けてよし、地域よしは現実に機能している

のでしょうか？ 

 再犯を防ぐ支援策と同時に分野によっては日本版 DBS のような被害防止の両面が

機能して初めて社会的な意義を有すると思う。 

 計画にある内容は理解できることばかりであるが、具体的にどんな取り組みが効果が

あるのか、効果のある具体策が見えない。 



問５ 再犯防止に協力する民間協力者として、次の方々がいることを知っていますか。あては

まるものを選択してください。 

（「５．いずれも知らない」を選択した場合を除き、回答チェックはいくつでも ｎ＝２４５） 

 

 

 

問６ 問５で「１．保護司」「２．更生保護女性会」「３．協力雇用主」「４．BBS 会」のいずれかを選

択された方におたずねします。これらの方々をどのようにして知りましたか。 

（回答チェックはいくつでも。n=179） 

 

項 目 人数（人） 割合（％）

１．保護司 163 66.5

２．更生保護女性会 61 24.9

３．協力雇用主 64 26.1

４．BBS会 11 4.5

５．いずれも知らない 61 24.9

項 目 人数（人） 割合（％）

１．自分・家族・知り合いが民間協力者であった 43 24.0

２．パンフレットやポスターで知った 40 22.3

３．イベントやフォーラムに参加して知った 14 7.8

４．テレビや新聞で知った 100 55.9

５．ホームページやSNSなどのインターネットで知った 19 10.6

６．知人から聞いて知った 23 12.8

７．その他 7 3.9



 

 

問７ 問５で「１．保護司」「２．更生保護女性会」「３．協力雇用主」「４．BBS 会」のいずれかを選

択された方におたずねします。民間協力者に関する滋賀県の活動に参加したり、広報を見聞き

したことはありますか。                           （回答チェックはいくつでも。ｎ=179） 

 

 

項 目 人数（人） 割合（％）

１．フォーラムに参加したことがある 9 5.0

２．YouTube等の動画配信やSNSで見たことがある 9 5.0

３．パンフレットで見たことがある 43 24.0

４．ホームページで見たことがある 19 10.6

５．参加したことや見聞きしたことはない 114 63.7

６．その他 4 2.2



問８ 民間協力者を増やすために、県はどういった取り組みを行うべきだと思いますか。 

（回答チェックはいくつでも。ｎ＝２４５） 

 

 

 

問９ あなたは、犯罪をした者の立ち直り支援に協力したいと思いますか。 

（回答チェックは１つだけ。ｎ＝２４５） 

 

項 目 人数（人） 割合（％）

１．民間協力者の活動を紹介する広報を充実させる 136 55.5

２．民間協力者の団体と協力し、１日体験など誰もが気軽に活動に参加できる機会を増やす 95 38.8

３．民間協力者に対する表彰の機会を増やす 49 20.0

４．民間協力者に対する研修を充実させる 85 34.7

５．民間協力者に対して、活動場所の提供や財政的な支援を充実させる 145 59.2

６．その他 7 2.9

項 目 人数（人） 割合（％）

１．協力したい 22 9.0

２．どちらかといえば協力したい 98 40.0

３．どちらかといえば協力したくない 83 33.9

４．協力したくない 42 17.1



 

 

問１０ 問９で「１．協力したい」「２．どちらかといえば協力したい」と回答された方におたずね

します。どのような協力をしたいと思いますか。     （回答チェックはいくつでも。ｎ＝１２０） 

 

 

項 目 人数（人） 割合（％）

１．犯罪をした者に直接会って継続的に助言や援助をする 30 25.0

２．協力雇用主として、犯罪をした者を雇用する 7 5.8

３．更生保護施設に寄付する 20 16.7

４．再犯防止に関するボランティア活動に参加する 54 45.0

５．広報・啓発活動に参加する 60 50.0

６．インターネットを活用して広報・啓発活動の情報を発信する 26 21.7

７．その他 5 4.2



問１１ 問９で「３．どちらかといえば協力したくない」「４．協力したくない」と回答された方に

おたずねします。協力したくない理由として、あてはまるものを選択してください。 

（回答チェックはいくつでも。ｎ＝１２５） 

 

 

 

 

 

 

項 目 人数（人） 割合（％）

１．自分や家族の身に何か起きないか不安だから 56 44.8

２．犯罪をした者とかかわりを持ちたくないから 44 35.2

３．犯罪をした者とどのように接すればよいかわからないから 60 48.0

４．自分自身にメリットがないから 19 15.2

５．具体的なイメージがわからないから 39 31.2

６．時間的余裕がないから 42 33.6

７．興味がないから 7 5.6

８．犯罪をした者への支援などは国や地方公共団体が行うべきだから 12 9.6

９．犯罪をした者に支援などするべきではないから 2 1.6

１０．その他 11 8.8



問１２ 貧困や厳しい生育環境などの背景から生きづらさを抱える者に対して、具体的にどの

ような支援が必要であると思いますか。         （回答チェックはいくつでも。ｎ＝245） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 人数（人） 割合

１．刑事司法関係機関（刑務所等）による一人ひとりの問題性に応じた、
きめ細かな指導や支援を充実する 98 40.0

２．就労と住居を確保して安定した生活基盤を整える 145 59.2

３．犯罪をした高齢者や障害のある者に対して、福祉制度の利用を促進する 86 35.1

４．犯罪をした者が孤立しないよう相談できる関係性を築く支援者の存在 136 55.5

５．犯罪を地域の問題として捉え、地域ぐるみで再犯防止に向けた支援をする 75 30.6

６．その他 16 6.5



問 13 再犯防止のために、地方公共団体はどのような施策を重視するべきだと思いますか。

次の中から最もあてはまるものを選択してください。  （回答チェックは１つだけ。ｎ＝２４５） 

 

 

 

問１４ 問 13 の回答について、選択された理由をお聞かせください。（抜粋・要旨） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 人数（人） 割合（％）

１．国や民間団体等との連携強化および犯罪をした者に対する支援ネットワークの構築 77 31.4%

２．就労と住居の確保 93 38.0%

３．保健医療・福祉的支援の充実 17 6.9%

４．非行の防止と修学支援の実施 36 14.7%

５．民間協力者の活動の推進や広報啓発 22 9.0%

〇１と回答した理由 

 共稼ぎ世代が多くなり、少子高齢化のなかで、どうしても非行を行う人がなくならな

い。国や民間団体等との連携を通じて、幼い頃から地域ぐるみで見守る活動が必要だ

と思います。 

 就労や住居の確保、保険医療等も重要ですが、先ずは寄り添うことが重要と思います

ので、いつでも連絡が取れるネットワーク構築が必要と思います。 

 地方公共団体だけでは限界があるため、より大きなネットワークが必要と感じます。 

 更生しようと思っても、周りからの支援がないと、また悪い方にいってしまいそうだと

思います。 

 人によってどのような支援が必要なのかは異なると思うので、就労や修学をどれぐら

い支援すれば良いのか、臨機応変に対応する必要があると思います。きめ細かいフォ

ローをするためには、専門家の方を含んだ民間団体等と連携して体制を整えるのがよ

いと思いました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇２と回答した理由 

 やはり生きていくには、衣食住が大切です。安心して住めるところ、この先の人生に光

を探せるよう就労の確保が大切だと思います。自分がこの社会に存在してもいい、大

切な存在であるとまずご本人が認められないと、再犯はなくならないかと思います。 

 犯した罪にもよるが、金銭的な要因から犯罪をすることが多いと思うので、また就労

により更生が期待出来ると思います。 

 家族関係が難しい方もいるでしょうし、血縁をベースにした保護、支援では限界がある

と思われます。生活の背骨部分を再形成するには住居と就労になり、公的な支援が必

要と思います。 

 基本的な生活を維持する為には地方公共団体が就労の機会を提供し、自分が稼いだ

お金で生活出来る体制を作る事が必要だと思います。 

 

〇３と回答した理由 

 大きな犯罪ではないが 現状と今後の高齢化で保健医療・福祉的支援の充実が大事

だと思う。ただ、現状では 地域包括支援センターでは、抱える業務量とその専門性か

ら難しいのではないか。安易に地域包括支援センターとの連携と計画に書くより具体

的な施策が欲しい。 

 

〇４と回答した理由 

 どんな境遇に置かれても、非行や犯罪をしないで生きられる方法や、生き延びていく

方法を、教えていった方が犯罪は減ると思います。 

 幼少期から生育環境に課題を抱えた「被害者」（貧困、被虐待、いじめなど）であるひと

が「加害者」になることが多いのではないかと推察されるため、立ち直りを支える経済

的援助や学びの保障が必要と考えます。 

 

〇５と回答した理由 

 地域の理解が一番重要である。必要性の理解はあっても、自分の地域には必要ないと

考える人が多いので、地域に理解してもらえるような広報活動が重要だと考えます。 

 犯罪をした人は大抵が身の周りに信頼出来る家族や友人、上司等がいない人だと思

うので、犯罪者に一対一で相談を継続していくような細かい気配りが必要かなと思い

ます。 



問１５ その他、県の再犯防止施策に関するご意見がございましたらお聞かせください。（抜

粋・要旨） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現代の社会においては、様々な情報を提供することで、便利になる反面、悪意ある暴

露などで SNS にさらされたりし、更生を試みても、居場所を失うこともあるのではと

思います。実際更生された方々の声（何を望み、どのような支援がありがたかったか）

を一番大切にされるのがいいのかなと思いました。 

 犯罪を繰り返してしまうのは、そうするしかないような環境に置かれているからでは

ないかと想像します。なぜ犯罪を繰り返してしまうのかという事について、当事者達か

ら聞き取りを行い、原因を解決できると良いのではないかと思います。 

 実刑になった知り合いがいますが、もっと周りの大人が親身に関わってくれていたら

犯罪なんてしていなかっただろうに…って思っていますので、再犯防止は、親身に関

わる人を増やさなければ、寂しさから再犯に進む人も少なくないと思います。 

 罪を犯す前に、周りが気づいて相談する窓口や貧困に対する援助が必要と思います。 

 まずは就労と住居の確保を優先し、罪を犯した後の更生の思いを継続できる環境を作

ってあげる事が大切だと思います。 

 再犯者の更生は非常に難しいということだと思います。経済的に苦しくて、犯罪をす

る闇バイトや詐欺の事件が新聞、ニュ－スで毎日のように出ていてなくなりません。誰

かに相談できることや就労支援をしてもらえることを、もっと増やしてもらえるいいと

思います。 

 再犯防止の支援はある程度の経験や専門知識が必要だと思いますので、専門家の育

成や拡充が重要だと思います。 

 真摯に犯罪をした人に寄り添い相談出来る民間のボランティアを募集したら良いと思

います。それも講習は必須で、誰もが参加できる募集の仕方を考えないといけないと

感じます。 

 犯罪内容によって対応が違ってくると考えます。一律に受け入れる環境を用意するこ

とは、難しいのが現状です。国、地方自治体での合同更生プログラム（医療更生を含

む）を策定した上で、県民、企業等を含めた形で、環境づくりを行うべきと考えます。 

 軽い罪から重い罪まで様々あり、若者が知らず知らずに大麻や覚せい剤を簡単に手に

入れられる時代にどこまで再犯防止の活動が有効に出来るのか。保護司さんや警察

官を増やすことも難しいのではないかと思っています。 

 専門の方が活動される領域であって、一般人にはよほど知識の熱意のある方でない

限り、簡単には行動できないと思いますし、個人情報の保護などの問題もあります。 

 犯罪をした方がひとりぼっちにならないような、息の長い支援ができるような仕組み

の必要性を痛感します。 

 誰しも犯罪者は自分とは関係のない人たちだと思っているし、自分が犯罪者になるこ

とは絶対にないと思い込んでいると思いますが、小さな躓きから犯罪者になってしま

うことがあります。だから、だれでも支援を受ける権利があると思います。 



 

 

 

 

 

 

 支援したい人はそれなりにいると思うが、支援団体へのアクセスがうまく行っていな

かったり、どのように支援できるかイメージがつかず行動に移せなかったりする人が

いると思う。どのような団体がどんな活動をしているのか、どんな活動が足りていな

いのか求められているのか、広報誌やシンポジウム、地域イベントなどでもっと啓発し

ていってほしい。 

 再犯防止の活動についてはテレビやショッピングセンターなどで活動を紹介すること

で人の目に触れる機会が増えれば良いなと思いました。 

 犯罪被害者のことをもっと取り上げて欲しい。犯罪そのものを減らす努力は今後ます

ます大事だと思います。 

 再犯防止も必要だが、犯罪の被害者支援、被害者の家族の支援はどうなっているのか

が気になります。 

 


